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働く者の団結で生活と権利を守り、暴走政治ストップ、平和と民主主義・中立の日本をめざそう

第８９回大阪地方メーデー万歳

・ ・

大阪府本部が仲間づくりの宣伝を実施：ＪＲ高槻駅前・14人が参加
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安倍政権の９条改憲は許さない！
５／３大阪総がかり集会に２万人が結集

なくそうブラック企業・自治体
大阪争議組合支援行動・150人が参加

・

歴史に学び・歴史をつくる第16回役員セミナー

生活のゆとりと労働組合

大阪労連と関西勤労協の共催による第16回役員

セミナーが４月28日～29日、神戸のホテル・フル

ーツフラワーで開催され、府下の労組から95名が

参加。大阪府本部からは山本執行委員が参加しま

した。

今回は「生活のゆとりと労働組合」をテーマに

長久啓太さん（岡山県学習協事務局長）が講演さ

れました。長友さんは「日本人は働きすぎで、そ

れが当たり前になっている」「人間らしく生きる

ためには”ゆとり”ある生活、自分の時間を大切

にしないといけない。そのためには、自分の大切

な時間をつかって、自分の大切なものを勝ち取ら

ないといけない」「フランスでは１年以内に１週

間の旅行ができないと『貧困層』に値する」など

刺激的な話をされました。

講義を受けて５つの分散会に分かれ、「ゆとり

ある時間には、ゆとりあるお金も必要である」「人

手不足で長時間労働になっており、ゆとりはほど

遠い」など活発な討論が行われ、夕食交流では、

各産別での話題で盛り上がり、二次会の懇親会で

は夜遅くまで交流することができました。

役員セミナーに参加した山本執行委員は「人間

らしく生き・働くためには、資本の横暴を許さず、

労働組合運動の原点を堅持した

闘いが求められていることを実

感した。学習会で学んだことを

職場や地域で活かして行きたい

」との抱負を語っていました。


